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2024年度基礎講座第1回になります

監査役制度　監査役マニュアルの概要

講師　　元東電広告㈱ 監査役　小森 克紀氏 ① 過労自殺案件の発生状況

② 精神障害労災認定基準における労働時間とハラスメント

③ 労災事案が発生した場合の民事・刑事責任

④ 監査役としての留意点

※ 「人事労務と経営」として、具体事例を踏まえて

     　 企業に求められる対応についてお話いただきます。

講師　 安西法律事務所　弁護士　岩本 充史氏

■ 日時　  ７月１８日（木）１４時～１７時 ■ 日時　  ７月４日（木）１４時～１７時

■ 場所　　文京シビックセンター５階　区民会議室Ａ ■ 場所　　文京シビックセンター３階　会議室【２】

■ 申込　ホームページ（マイページシステムから） または 講師　　獨協大学法学部 教授　高橋　均氏 ■ 申 込　　申込みフォーム(Google Forms)にて、お申込みください。

　　　 運営委員長 森田 功 宛📧 isao.morita＠kioxia.com に申込み ■ 日時　　７月１６日（火）１０時１５分～１２時 申込期間は、７月２日(火)までとなります。

本年度から申し込み方法を変更しました。 　　　　※ 午前開催ですので、ご注意ください。 https://forms.gle/ey2kHKwTjdXT4DNg8

■ 場所　　日比谷図書文化館 地下１階　日比谷ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾎｰﾙ(大ﾎｰﾙ) ※上記、申込みフォーム(Google Forms) ができない場合は、

■ 申込　 ① 会場にて聴講･･･申込み不要 運営委員長 豊島宛📧 h-toyoshima＠mitsuihome.co.jp 7月2日(火)まで

② オンライン(Zoom) ６月２５日(火)～７月９日(火)まで

a）ホームページ（マイページシステムから）申込み

b）事務局宛メール📧 info＠kansakonwakai.com に申込み

ＡＩ（人工知能）の発展に対する監査役としての関わり

講師　 ㈱ピカパカ 監査役　室　雅章氏

コーディネーター  松井証券㈱ 取締役監査等委員　高橋 武文氏

※ 取り組むテーマが未定でも参加可能。

※ 仲間とともに事例や課題共有して、解決の方向性を見出していきます。

■ 日時　  ７月２４日（水)１４時～１７時 ■ 日時　　７月１９日（金）１４時～１６時３０分

■ 場所　　文京シビックセンター５階 区民会議室Ａ ■ 場所　　文京シビックセンター５階　区民会議室Ａ

■ 申込　ホームページ（マイページシステムから） または ■ 月例報告は毎月1日にHPに掲載 ■ 申込　　運営委員長 深谷宛 fukaya0623fk@oji-gr.com  7月10日（水）まで

　　　 運営委員長 下村宛📧 tlpxw12816@yahoo.co.jp に申込み ※ ＨＰ「委員会活動」ページの【法令改正検討委員会】欄を参照ください。

各項共通 ＊開催方式    リアル会場参加・オンライン(ZOOM）参加併用　 ＊詳しい申込方法については監査懇話会「行事案内」･「メールマガジン」をご参照ください。

初めて監査役になられた方は、監査役とは何かよくわからず戸惑いを感じ

ているかもしれません。

監査基礎講座の第1回は、講座の基礎となる監査役の役割、義務や責任を

できるだけわかりやすく説明したいと思います。

監査役等となった以上その責任や役割を十分理解し、時にトップとぶつ

かってでもその責任を全うする気構えをもつことが求められることを学ん

でいきたいと思います。（講師からのコメント）

　　メンタルダウンと労災に関する法律問題

会社法施行規則では、監査環境の整備の一環として、自社の役職員をはじめと

した多くの人達と意思疎通を図ることを努力義務としています。法令でこのよ

うな実務対応を規定していることは例外的とも言えます。

そこで、今回のセミナーでは、この規定が制定された背景を解説した上で、法

務省令が具体的に念頭においている監査役として意思疎通を図るべき者を個別

に取り上げて、法と実務の両面から具体的に確認することを通じて、監査役監

査に携わる皆様が、その実効性向上に向けた一助となっていただければと思っ

ております。（高橋均先生コメント）

～会計監査人・内部監査部門・グループ会社監査役から顧問弁護士

・社外取締役・第三者委員等に至るまで～

2022年11月のChatGPTの公開は世界中に衝撃を与えた。ChatGPTのよう

な生成AI、ひいてはAI(人工知能)には、大きなメリットとリスクの両方を

抱えている。

AIの活用のルール策定とその遵守、AIを活用した業務執行の適法性(妥当

性も？)、監査活動におけるAIの活用など、監査役についてもAIを避けて

通ることは今後難しくなると考えられる。今回は、IT関連の問題提起の第

3弾として、AIに関する法規制対応、社会全体の対応を紹介しつつ、AIに

対する監査役としての関わりに関する私見を述べたのち、監査役に今後求

められうるAIに対するスタンスについて議論させていただきたい。

第1回目は全員集合

監査役が意思疎通を図るべき者に関する法と実務

全体ミーティング

毎月1日に月例報告を新規掲載。

最新の法令改正・新規法制等の情報、および今後法令等に影響するような事案

等、更にその他トピックス（株主総会関連、ＩＴ関連、その他社会的に影響の

大きい事案他）を掲載しています。参考になる情報ですので、ご参照くださ

い。

スタディグループ分科会のワーキンググループ活動参加者の顔合わせ、テーマ

の決定、活動の進め方を共有いたします。

参加テーマを決めかねている方や、今年度活動テーマの内容を聞いてから参加

を決めたい方も是非気楽にご参加ください。
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